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平
成
叩
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど

9
月
議
会
の
概
要
版

2

一
目
で
わ
か
る

賛
成
・
反
対
表

委
員
会
だ
よ
り

平
成
叩
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

反
対
討
論
百
賛
成
討
論

8
名
の
議
員
が
登
山
壇

一
般
質
問

-< 

住
民
の
声

請
願
・
陳
情

編
集
後
記
な
ど
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定例会自概要
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第

3
固
定
例
会
は

9
月
5
日
か
ら
9
月
別

日
ま
で
の
向
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
受
益

と
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
激
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
日
議
案
は
す
べ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は

①
人
事
案
件
4
件

②
岡
垣
町
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

③
平
成
印
年
度
岡
垣
町

一
般
会
計
補
正
予
算

④
岡
垣
町
企
業
誘
致
条
例
の
改
正

円)

歳 入額 歳出 額 差引額

7，853.481，879 7.477，333，800 376.148，079 

3，294，927，414 3，323.157，437 ム28，230，023

3，872.160，356 3，917，743，070 ム45，582，714

' 2，755，130 3，841.292 ム1.086.162

651，809，557 712，087，714 ※企業会計のため

1.437，291.875 1.745.160.417 表示できません。

(単位岡垣町各決算概要
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調f

⑤
平
成
問
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
、
特
別
会
計

決
算
認
定

平成 18年度

水道会計

下水道会計

国民健康保険

住宅新築資金

一般会計

老人保健

⑥
中
間
市
、
芦
屋
町
及
び
岡
垣
町
送
水
管
維
持

管
理
協
議
会
の
廃
止

⑦
陳
情
3
件
・

意
見
書

1
件

v企
業
誘
致
条
例
の
改
正

平
成
均
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0
5
4
3
8
万
1
千
円
を
追
加

主
な
も
の
は
、

O
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
の
た
め
業
種
の
拡
大

O
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
づ
く
り
の
た
め
の
特
例
措
置

O
職
員
退
職
金

(
2名
分
)

2
8
4
2
万
7千
円

v人

O
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

石
田
光
明
さ
ん
(
戸
切
区

・
新
任
)

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

穴
井
秀
幸
さ
ん
(
緑
ケ
丘
区

・
新
任
)

O
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

十
時
築
一
さ
ん
合
一
吉
区
・
再
任
)

O
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

藤

原

一

子

さ

ん

(南
高
陽
区
・
再
任
)

事

O
健
康
増
進
計
画
策
定
委
託
料

4
6
9
万
4
千
円

O
矢
矧
川
改
修
促
進
期
成
会
負
担
金

日
万
円

O
防
犯
灯
の
設
置
(
吉
木
)
補
助
金

1
8
0万
円

v全
員
協
議
会

O
北
部
福
岡
緊
急
連
絡
管
(
福
北
導
水
)
事
業
に
つ
い
て

北
九
州
市
か
ら
福
岡
都
市
圏
へ
の
緊
急
導
水
管
工
事
C
M
工

事
が
、
平
成
四
年
度
か
ら
3
年
間
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
本
年
、
町
内
3
ヵ
所
)

O
旧
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
内
に
埋
立
地
関
係
を
除
く
処
理
施
設
の
解
体

が
行
わ
れ
ま
す
。

O
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
つ
い
て

平
成
初
年
4
月
1
日
よ
り
万
歳
以
上
の
医
療
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

第
l
回
の
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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議員の賛成0・反対・-退席退・欠席

議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
採決日

一
木原 宮内 大堂 竹内 F曽昌"" 

山
矢島 横山9月5日監査委員の選任について他3件 石井 角

西
下j路11 平山 市津田 田

9月20日 岡垣町職員の退職手当に関する条例の 結果

一部を改正する条例他12件 祐要 善彦 子陽 次
貫生 ノ圏三iロA 和男 良膏

隆
広海

悪
貴子勲 弘 子

監査委員の選任について 同意 。。。。。。。。。。。。。。。
岡垣町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 。。。。。。。。。。。。。。。

〆『 岡垣町教育委員会委員の任命について 同意 。。。。。。。。。。。。。。。
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 。。。。。。。。。。。。。。。
岡垣町職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

賛成多数 。• 。。。。。。• 。。。。。。可決

岡垣町企業誘致条例の一部を改正する条例
賛成多数 。。。• 。。。。。。。。。。。可決

平成19年度岡垣町一般会計補正予算(第1号) 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
平成18年度 問題町一般会計歳入歳出決算認定について

賛成多数 。• 。• 。。。。• 。。。。。。量ロA君gAE:

平成18年度 岡垣町国民健康保険事業特別会計 賛成多数 。• 。。。。。。• 。。。。。。歳入歳出決算認定について 認定

平成18年度 岡垣町老人保健保険事業特別会計 賛成多数 。• 。。。。。。• 。。。。。。歳入歳出決算認定について 認定

平成18年度 岡垣町住宅新築資金等貸付事業特別会計
Z圭抵刃み官時亨二ーt 。。。。。。。。。。。。。。。

歳入歳出決算認定について

平成18年度 岡垣町水道事業会計決算認定について
賛成多数 。• 。。。。。。• 。。。。。。認定

平成18年度 岡垣町下水道事業会計決算認定について
賛成多数 。• 。。。。。。• 。。。。。。認定

中間市、芦屋町及び岡垣町送水管維持管理協議会の廃
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

止について

地方財政の充実・強化を求める意見書の採択を求める
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

陳情書

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
陳情書

賛成多数 • 。。。。。• 。。。。。。。。採択
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被

l ~ー回国型
~ 圃圃

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
佐
賀
屈
を
視
察

総
務
常
任
委
員
会

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
佐

賀
庖
は
、
佐
賀
郡
東
与
賀
町
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

東
与
賀
町
は
面
積
回
・
ぬ
凶
で

人
口

8
3
0
4
人
の
町
で
あ
り
、

佐
賀
市
と
隣
接
し
、
平
成
四
年
叩

月
に
佐
賀
市
と
合
併
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

商
圏
は
佐
賀
市
と
一
帯
で
あ

り
、
周
辺
に
は
平
成

5
年
以
降
日

庖
程
の
大
型
庖
が
出
庖
し
て
い

る。

イオン佐賀庖視察

委
員
長

木
原

信
次

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
は

2
0
0
5
年
(
平
成
げ
年
)
4
月

お
日
に
閑
居
し
た
。

町
の
小
売
商
庖
に
と
っ
て
は
、

驚
異
の
商
業
施
設
で
あ
る
。

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

は
、
庖
舗
の
品
揃
え
の
状
態
は
食

料
品
、
衣
料
、
家
電
、
園
芸
と
総

合
食
料
販
売
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。

駐
車
場
台
数

1
5
3
2台
を
要

す
る
駐
車
場
を
持
ち
、
ほ
ほ
全
て

の
買
物
が
一
度
に
可
能
で
、
多
く

の
住
民
が
利
用
し
て
い
る
。

東
与
賀
町
の
商
工
会
で
は
会

長
、
事
務
局
長
と
懇
談
が
可
能
と

な
っ
た
。

商
工
会
の
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
に
対
し
て
の
姿
勢
は
、
多

く
の
小
売
業
者
が
多
大
の
影
響

を
受
け
て
い
る
が
、
諦
め
の
感
情

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
町
の
住
民

が
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
に
好
意
を

持
っ
て
い
る
か
ら
と
思
え
る
。

商
工
会
と
し
て
は
、
イ
オ
ン
と

共
存
す
る
と
い
う
よ
り
、
高
齢
者

へ
の
宅
配
事
業
の
可
能
性
等
を
探

り
、
生
き
残
り
を
図
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

岡
垣
町
議
会
も
イ
オ
ン
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
が
四
年
叩
月
末
に

糠
塚
・
黒
山
地
区
に
閉
店
す
る
予

定
で
あ
る
が
、
注
視
し
、
地
元
商

工
会
と
の
会
議
を
重
ね
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

対面販売でのふれあい

閉会中の継続調査

①岡垣町第4次総合計画

後期基本計画について

②住民との協働のまちづくりについて
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具
体
的
な
健
康
づ
く
り
対
策
で

j- .~ -五ー圃圃園

"一二....c

国
保
会
計
の
健
全
化
を

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

岡
垣
町
第
三
固
定
例
議
会
は
去

る
9
月
初
日
に
終
り
ま
し
た
。

定
例
議
会
は
い
わ
ゆ
る
決
算
議

会
で
、
平
成
四
年
度
一
般
会
計
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人
保

健
特
別
会
計
等
の
認
定
で
し
た
。

私
た
ち
の
主
管
す
る
分
掌
は
生

活
環
境
や
福
祉
の
問
題
、
健
康
づ

く
り
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
と
、

す
べ
て
が
日
頃
の
私
た
ち
の
生
活

に
密
着
し
、
関
係
の
深
い
問
題
ば

か
り
で
す
。

タオルを使ってストレッチ

委
員
長

勲

下
川
路

岡
垣
町
も
高
齢
化
が
進
み
、
病

院
通
い
が
多
く
な
り
、
国
民
健
康

保
険
会
計
を
見
て
も
ず
っ
と
赤
字

認
定
で
す
。
ち
な
み
に
平
成
日
年

度
が
約
l
億

2
千
万
円
、
凶
年
度

が
約

1
億

1
千
8
百
万
円
、
ロ
年

度
が
約
4
千

3
百
万
円
、
同
年
度

が
約
2
千
8
百
万
円
と
、
減
っ
て

は
い
る
も
の
の
赤
字
決
算
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。
早
急
に
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
、
住

民
の
方
と
共
に
、
皆
が
い
か
に
す

れ
ば
健
康
に
な
れ
る
か
、
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
か
、

一
人
一
人
が
ど
ん
な
生
活
を
す
れ

ば
健
康
で
明
る
い
朝
を
迎
え
ら
れ

る
か
等
、
具
体
的
な
提
案
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す

核
家
族
が
増
加
え
、
隣
近
所
と
の

付
き
合
い
の
希
薄
化
は
時
代
の
流

れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

個
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
尊
重
し

な
が
ら
も
、
出
来
る
だ
け
近
所
と

は
仲
良
く
楽
し
く
快
活
に
、
生
活

で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の

こ
と
が
国
保
会
計
の
健
全
化
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

山田学童保育所で意見交換

閉会中の継続調査

①教育問題について

②子育て、健康づくりについて

③環境問題について
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議

現
場
の
実
情
を
知
ろ
う
!

商
工
会

-
漁
協
と
の
懇
談
会
実
施

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
会
閉
会
中
の
審
査
・
調
査
事

項
と
し
て
い
た
、
①
商
工
業
の
振

興
、
②
漁
業
振
興
に
つ
い
て
の
取

組
み
と
し
て
、
当
事
者
の
実
態
と

ニ
l
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
懇
談

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

先
ず
、
商
工
会
と
の
懇
談
会
は

7
月
口
日
、
商
工
会
館
に
出
向
い

て
商
工
会
役
員
の
皆
様
と
現
状
の

課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

協
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

①
商
工
振
興
策
の
重
要
な
課
題
で

あ
る
、

T
M
O
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
。

岡垣町商工会新役員との懇談会

委
員
長

大
堂

固
とム
J口

②
イ
オ
ン
出
庖
に
つ
い
て
。

③
今
後
の
商
工
業
の
振
興
策
に
つ

い
て
。

こ
の
三
占
…
の
テ
1

マ
に
つ
い

て
、
行
政
の
動
き
や
商
工
会
の
実

情
や
課
題
に
つ
い
て
、
率
直
な
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

イ
オ
ン
進
出
は
地
元
の
商
工
業

者
に
と
っ
て
は
深
刻
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
に
現
状
を
打
開
し
て
い
く

か
を
協
議
し
て
、
積
極
的
な
行
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
共
通

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁
協
と
の
懇
談
会
は

8
月
幻
日

波
津
支
部
へ
全
委
員
が
出
向
い
て

組
合
長
や
事
務
主
任
の
方
々
と
漁

協
を
取
り
巻
く
実
情
や
、
今
後
の

対
応
策
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
や

建
設
的
な
施
策
に
つ
い
て
協
議
し

ま品

1ν

れ~
。

関
係
法
律
の
改
訂
に
沿
っ
た
、

振
興
策
を
漁
業
者
と
行
政
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重

要
性
や
漁
獲
品
の
付
加
価
値
を
ど

の
よ
う
に
高
め
て
い
く
か
な
ど
の

貴
重
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

現
状
と
問
題
点
を
共
有
し
、
当

事
者
が
求
め
て
い
る
効
果
的
な

施
策
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
の
役

割
と
責
任
が
議
会
に
も
あ
る
こ
と

を
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

有
意
義
な
懇
談
会
で
し
た
。

当
委
員
会
は
今
後
と
も
、
現
場

や
当
事
者
の
声
を
大
切
に
し
た
、

委
員
会
活
動
を
実
行
し
て
い
き
ま

す
。

漁協の実態と将来を語りあう

閉会中の継続調査

①商工業の振興について

②水産業の振興について

③地域振興について
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一般会計

認定について

反
対

西
国

陽
子
議
員

交
付
税
1
億
8
千
万
円
の

8
・

5
%
減
、
臨
財
債
3
千
8
百
万
円

減
の
中
、

4
億
1
千
万
円
の
基
金
の

繰
り
入
れ
で
し
の
い
だ
。
少
子
化
対

策
と
し
て
乳
幼
児
医
療
の
拡
充
等

一
定
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
行
財

政
改
革
で
の
受
益
と
負
担
の
適
正

の
名
の
下
に
公
共
料
金
ア
ッ
プ
や

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
利

用
者
一
割
負
担
。
中
で
も
聴
覚
障

害
者
手
話
事
業
も
一
割
負
担
を
課

し
た
が
、
生
活
情
報
を
得
る
た
め
の

手
段
へ
の
負
担
は
最
低
限
度
の
権

利
も
保
障
し
て
い
な
い
。
町
の
福
祉

政
策
そ
の
も
の
に
抗
議
す
る
。
限
ら

れ
た
財
源
は
社
会
的
少
数
者
の
立

場
に
あ
る
人
た
ち
の
た
め
に
こ
そ

使
う
べ
き
だ
。
又
住
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
は
情
報
公
聞
が
必
至
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
行
政
を
!

平
山

選
挙
で
国
民
は
、
貧
困
と
格
差

を
広
げ
た
弱
肉
強
食
の
「
構
造
改

革
」
に
ノ
1
の
審
判
を
下
し
た
。

町
の
「
行
財
政
構
造
改
革
」
は
、

国
の
「
構
造
改
革
」
と
同
様
で
、
住

民
福
祉
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
就
学
援
助
、

乳
幼
児
医
療
制
度
の
拡
大
な
ど
の

施
策
は
評
価
す
る
が
、
「
受
益
と
負

担
」
に
よ
る
公
共
料
金
の
見
直
し
、

人
件
費
の
見
直
し
で
財
政
効
果
が

出
た
と
言
う
が
、
そ
の
分
住
民
、
職

員
に
負
担
と
犠
牲
が
強
い
ら
れ
て

い
る
。こ

れ
か
ら
は
町
営
住
宅
の
建
設

な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
、
特
に
障

害
者
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
等
、
社
会

的
・
経
済
的
弱
者
の
方
々
に
温
か

い
光
を
あ
て
る
こ
と
を
強
く
求
め

る。

弘
議
員

久
保
田
秀
昭
議
員

自
公
政
権
及
び
町
の
構
造
改
革

に
よ
り
二
重
の
苦
し
み
を
強
い
ら

れ
て
い
る
の
が
住
民
の
実
態
で
す
。

町
長
も
議
員
も
住
民
の
苦
難
を
解

決
す
る
為
に
政
治
家
に
な
っ
て
い

る
。
「
財
政
が
苦
し
い
の
で
我
慢
し

て
く
れ
」
だ
け
で
は
、
政
治
家
と
し

て
の
資
質
が
住
民
か
ら
問
わ
れ
る
。

参
院
選
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
岡

垣
町
も
こ
れ
ま
で
の
構
造
改
革
か

ら
の
転
換
が
必
要
で
す
。
国
の
悪
政

を
は
ね
返
す
う
え
で
も
、
政
治
家

と
し
て
今
の
政
治
の
本
質
を
見
抜

き
、
先
見
性
を
持
っ
た
町
づ
く
り
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
の
確
立
と
岡

垣
町
と
し
て
の
住
民
自
治
の
真
の

確
立
が
全
て
の
基
本
に
す
わ
る
こ

と
を
求
め
る
。
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被

平成18年度岡垣町

歳入歳出決算

曽
宮

良
審
議
員

こ
の
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
総

括
的
に
は

I
S
O
の
実
施
と
そ
の

成
果
に
端
的
に
顕
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

町
長
の
「
決
断
と
実
行
」
は
ま
ず

は
行
政
内
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
職

員
は
じ
め
担
当
課
そ
れ
ぞ
れ
が
努

力
さ
れ
て
き
た
、
痛
み
を
分
か
ち

合
っ
て
来
た
、
時
年
度
の
結
果
で
あ

る
と
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
痛

み
・
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
と
こ

ろ
は
具
体
的
に
は
四
年
度
か
ら
で
、

却
年
度
は
更
な
る
覚
悟
を
も
っ
て

臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

来
て
い
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
認

定
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
す
。

大
堂

圏
治
議
員

行
財
政
改
革
実
行
の
初
年
度
で

あ
っ
た
が
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中

で
の
財
政
運
営
は
困
難
で
あ
っ
た

ろ
う
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

実
質
収
支
で
約

3
億

5
千
万

円
の
黒
字
の
内
容
を
住
民
に
説
明

し
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で

す
。細

部
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、

議
会
や
住
民
の
声
を
真
撃
に
受
け

と
め
、
更
な
る
改
善
を
加
え
て
い
く

姿
勢
が
大
切
で
す
。

現
行
の
事
業
評
価
制
度
に
外
部

の
人
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
の
制
度

の
効
果
が
更
に
高
ま
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

社
会
変
革
の
中
、
住
民
ニ
l
ズ
の

多
様
化
に
応
え
る
た
め
に
は
、
行

財
政
改
革
を
断
行
し
て
住
民
の
福

祉
を
守
る
、
力
強
い
行
政
運
営
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

山
田

隆

議
員

小
泉
内
閣
の
三
位

一
体
改
革
で
、

地
方
交
付
税
、
補
助
金
の
大
幅
削

減
で
又
、
少
子
高
齢
化
で
福
祉
予

算
の
大
幅
な
伸
び
で
岡
垣
町
を
取

り
巻
く
財
政
状
況
は
厳
し
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
平
成
時
年
度

が
実
施
の
初
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
経
費
の
削
減
、
町
民
の
皆

様
に
は
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を

お
願
い
し
た
り
で
大
変
厳
し
い
行

政
執
行
で
あ
っ
た
が
、
実
質
収
支

は
3
億

5
千
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

平
成
四
年
度
以
降
も
少
子
高
齢

化
が
進
み
医
療
費
等
の
大
幅
伸
び

が
予
想
さ
れ
る
の
で
健
康
増
進
の

た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
や
っ
て

欲
し
い
。
又
更
な
る
改
革
を
進
め

な
が
ら
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
ら

れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
賛
成
討
論

と
し
ま
す
。
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町
の
財
政
問
題
を
問
う

2: 
Eヨ

構
)5! 

改
革
の
断
イ寸
で

害
対
応
し
て
し、
く

圏j台議員大堂

国

国
の
膨
大
な
(
約
8
3
4
兆

円
)
借
金
の
再
建
政
策
と
地
方
政

治
へ
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

回
国

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
税

源
移
譲
は
行
わ
れ
た
が
、
十
分
な

も
の
で
は
な
い
た
め
地
方
は
苦
し

ん
で
お
り
、
国
の
配
慮
や
二
層
求

め
て
い
き
た
い
。

固

町
の
財
政
計
画
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
態
と
誰
離
し
て

お
り
、
そ
の
要
因
と
見
直
し
作
成

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

回
国

国
の
財
政
再
建
を
優
先
し

た
改
革
や
新
た
な
行
財
政
需
要
が

生
じ
た
事
が
要
因
で
あ
り
、
四
年

度
中
に
財
政
計
画
の
見
直
し
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

固

町
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要

額
の
推
移
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
か
。

回
国

義
務
的
経
費
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
と
政
策
的
経
費

を
考
え
る
と
、

四
年
度
の
当
初
予

算
額
で
あ
る
お
億
円
程
度
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

固

歳
入
不
足
が
生
じ
る
こ
と

は
確
実
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し

て
補
っ
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

回
国

構
造
改
革
を
さ
ら
に
推
進

し
て
、
町
の
財
政
力
の
強
化
を
図

る
と
共
に
、
固
か
ら
の
交
付
金
や

補
助
金
の
増
加
を
主
張
し
て
い
き

た
し
。

固

構
造
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
で
あ
る
、
平
成
幻
年
か
ら
の

固
定
資
産
税
の
税
率
ア
ッ
プ
は
増

税
額
も
大
き
く
て
、
住
民
へ
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
る
が
、
予
定
通

り
実
施
す
る
つ
も
り
か
。

回
国

固
定
資
産
税
の
税
率
改
正

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
明
記
し
て
お

り
、
評
価
替
え
に
よ
る
下
落
を
補

完
し
、
税
額
を
確
保
す
る
た
め
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
説
明
責
任
を

果
し
、
理
解
を
求
め
た
い
。

固

歳
入
増
を
図
る
た
め
に
は
、

自
主
財
源
の
向
上
や
国
や
県
な
ど

か
ら
補
助
金
を
引
き
出
す
工
夫
と

実
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

回
国

知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
て

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。



2007年 11月10日議会だよりおかがき NO.68

常

耐
震
化
工
事
を
速
や
か
に
実
施
す
べ
き
1

2 
E司

内
浦
小
学
校
か
う
実
施
す
る
(
来
年
の
夏
)

和男 議員竹内

国

岡
垣
町
の
防
災
計
画
で
避
難

所
に
指
定
し
て
い
る
学
校
等
の
公

共
施
設
の
耐
震
化
工
事
を
速
や
か

に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
が
、
町
長

の
見
解
を
尋
ね
る
。

回
国

現
在
、
耐
震
改
修
設
計
中

の
内
浦
小
学
校
校
舎
を
平
成
初
年

度
の
夏
休
み
を
中
心
に
改
修
工
事

を
行
い
た
い
。

固

妊
婦
の
方
や
障
が
い
者
の
方

も
避
難
さ
れ
る
。
簡
便
で
安
価
な
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
各
避
難
所

に
少
し
ず
つ
で
も
設
置
す
べ
き
だ

が
ど
う
か

岡
国

防
災
計
画
の
中
で
は
、
想

定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
政
策

的
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
た

‘
ν
 

回

「
緊
急
地
震
速
報
」
の
活
用
を
!

筈
企
業
や
地
区
へ
防
災
訓
練
時
に
説
明

庁舎内に設置されている地震計

回

国
民
に
、
強
い
揺
れ
を
事
前

に
知
ら
せ
る
「
緊
急
地
震
速
報
」

を
学
校
現
場
や
住
民
に
周
知
さ
せ

る
こ
と
で
一
層
の
防
災
・
減
災
を

計
る
べ
き
で
あ
り
、
岡
垣
町
と
し

て
も
活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
が

ど
う
か
。

開
国

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
地

震
防
災
対
策
に
有
効
な
情
報
で
あ

り
、
今
後
、
企
業
や
地
区
の
防
災

訓
練
時
に
説
明
す
る
。

固

「
緊
急
地
震
速
報
」
を
受
信

で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を
考

え
て
は
ど
う
か

冊
目

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

同
報
系
無
線
の
整
備
を
、
平
成
初

年
度
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
緊
急
地
震
放
送
を
受
信
す
る

予
定
で
あ
る
。
今
後
は
そ
う
し
た

情
報
技
術
を
把
握
し
て
ど
の
様
に

受
け
止
め
て
い
け
る
の
か
、
先
に

説
明
が
あ
っ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
な
ど
も
含
め
て
総
合
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

地
域
に
輝
き
を
、
企
業
誘
致
の
整
備
に
つ
い
て

2 
E司

海
老
津
駅
南
開
発
、
岡
垣
宮
回
線
沿
い
に
、
候
補
地
選
定

広海 議員市津

園

地
域
産
業
の
育
成
と
、
特
産

品
の
拡
充
に
つ
い
て

岡
国

一
年
間
芋
焼
酎
づ
く
り
の

施
行
に
取
り
組
み
、

8
月
よ
り
販

売
開
始
し
て
い
る
。
販
売
促
進
に

つ
い
て
は
、
特
産
品
を
育
て
る
会

を
設
立
し
、
今
後
展
開
す
る
。

ま
た

9
月
よ
り
、
地
下
水
の

販
売
を
殆
め
た
。
町
の
特
産
品
と

し
て
、
水
資
源
の
活
用
に
努
め
た

・ν

固

芋
作
り
の
な
か
で
は
、
芋
ほ

り
に
時
間
と
手
聞
が
か
か
る
た

め
、
芋
掘
り
機
械
の
購
入
検
討
は
。

開
園

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

固

岡
垣
町
ジ
ュ
ニ
ア
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
、
日
本
で
有
名
で
あ
る
、

教
育
は
公
平
が
基
本
で
あ
る
が
、

町
の
特
産
人
と
し
て
、
中
学
校
の

課
外
ク
ラ
ブ
部
活
動
の
強
化
は
。

菌

園

生
徒
の
特
性
を
可
能
な

限
り
伸
ば
す
た
め
、
専
門
的
な
技

能
を
持
つ
、
教
師
の
配
置
を
検
討

す
る
。

国

岡
垣
パ
ー
キ
ン
グ
の
活
用
に

つ
い
て
の
検
討
は
。

同
国

活
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
議
し
た
い
と
、
考

え
て
い
る
。

固

新
た
な
雇
用
を
つ
く
る
商
工

業
の
振
興
策
は

回
国

企
業
誘
致
条
例
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
、
海
老
津

駅
南
開
発
の
調
査
委
託
の
中
で
、

県
道
岡
垣
宮
回
線
沿
い
に
、
企
業

進
出
可
能
な
候
補
地
の
選
定
を
行

、
内
ノ
。

国

松
ヶ
台
の
小
学
校
用
地
の
今

後
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
。

悶
閤
国

社
会
体
育
施
設
と
し

て
、
今
後
も
継
続
す
る
。
尚
学
校

建
設
の
必
要
が
生
じ
れ
ば
、
対
応

す
る
。

国

賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
づ
く

り
に
つ
い
て
は

回
国

今
後
の
中
長
期
的
事
業

は
、
行
政
、
商
工
会
、
地
権
者
等

に
多
く
の
負
担
を
伴
う
た
め
、
慎

重
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。
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イ
オ
ン
誘
致
は
責
任
重
大

~ 
E司

相
乗
効
果
は
期
待
で
き
る
市
街
地
へ
の
配
慮
も
行
っ
て
い
く

久保田秀昭 議員

固

イ
オ
ン
の
庖
舗
の
売
り
場
面

積
1
万
7
千
、
建
物
の
そ
の
も
の

の
面
積
2
万
3
千
、
悦
年
の
小
売

業
統
計
で
は
岡
垣
の
小
売
庖
総
売

り
場
面
積
は

l
万
7
千
、
イ
オ
ン

の
売
り
上
げ
目
標
加
億
円
で
す
。

岡
垣
に
あ
る
全
て
の
小
売
業
の
年

間
販
売
額
は

1
3
8
億
円
で
す
。

知
何
に
ひ
ど
い
影
響
を
受
け
る
か

は
明
ら
か
で
す
。
町
長
は
イ
オ
ン

と
中
心
市
街
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
相
乗
効
果
を

期
待
し
て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
他
地
域
の
実
態
調
査
も
必
要
。

調
査
し
た
か
。

開
園

町
と
し
て
は
調
査
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料

は
い
た
だ
い
て
い
る
。

国

資
料
の
提
出
を
求
め
る
。
佐

賀
・
東
与
賀
町
、
志
摩
町
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
で
も
相
当
の
影
響

が
出
て
い
る
。
こ
れ
で
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
か
。

回
国

イ
オ
ン
出
庖
に
よ
り
町
外

か
ら
の
流
入
と
町
外
へ
の
流
出

を
引
き
止
め
が
で
き
る
。
中
心
市

街
地
の
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

高
齢
者
の
方
々
が
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
方
向
で
事

業
者
が
動
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る

の
で
、
そ
れ
が
効
果
と
考
え
て
い

る。固

言
っ
て
い
る
と
し
か
聞
こ
え
な

い
。
元
々
大
庖
法
を
変
え
た
背
景

に
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
大
き
な

影
響
が
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
商
工

会
議
所
等
も
法
改
正
を
求
め
た
。

「
岡
垣
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
の
中
で
、
郊
外
店
舗
に

よ
る
影
響
を
認
め
て
い
る
。
こ
う

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
イ
オ

ン
出
庖
を
進
め
て
き
た
責
任
は
大

き
い
。

阿
国

中
心
市
街
地
に
つ
い
て
も

十
分
に
考
え
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

将
来
を
見
据
え
た
教
育
環
境
の
課
題
は
ど
う
す
る
の
か

~ 
Eヨ

国
の
動
向
や
町
の
施
策
を
含
め
て
総
合
的
に
検
証
す
る

恵子 議員矢島

イオン建設中の現場

教
育
環
境
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て固

平
成
お
年
3
月
に
策
定
さ
れ

た
教
育
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
行

財
政
構
造
改
革
の
中
で
検
証
が
行

わ
れ
た
「
小
・
中
学
校
の
校
区
再
編
・

統
廃
合
」
に
つ
い
て
問
う
。

同
国

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を

進
め
る
一
つ
の
単
位
と
し
て
、
校

区
と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
校
区
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ
を
推
進
し
て
い
る
。

教
育
基
本
構
想
で
は
少
子
化
や

財
政
的
な
角
度
か
ら
校
区
の
再
編

や
施
設
の
統
廃
合
を
今
後
の
課
題

と
捉
え
て
い
た
が
、
行
財
政
構
造

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
更
に

踏
み
込
ん
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
は
校
舎
の
改
築
時
期
を
見

据
え
て
検
証
し
て
い
く
考
え
を
示

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
財

政
状
況
を
考
え
る
と
不
可
能
で
あ

り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は

施
設
の
統
廃
合
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
校
区
の
再
編
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
委
員
会
で
の
検
証
結
果
を

踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
。

みんなで植えて…みんなで刈りとり

固

い
じ
め
・
不
登
校
問
題
の
な

い
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

問
う

圏

国

い
じ
め
・
不
登
校
・
そ

の
他
生
徒
指
導
に
係
わ
る
指
導
の

充
実
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
校
長

代
表
者
及
ぴ
生
徒
指
導
、
補
導
主

任
な
ど
で
「
岡
垣
町
生
徒
指
導
推

進
会
議
」
を
設
置
し
、
会
議
は
定

期
的
に
行
い
、
各
小
・
中
学
校
の
い

じ
め
・
不
登
校
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
そ
の
対
策
を
検
討
し
、
各

学
校
で
対
応
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
。ま

た
、

7
月
と
ロ
月
を
「
い
じ
め

根
絶
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
相
談
活

動
、
道
徳
指
導
、
保
護
者
へ
の
啓

発
等
、
重
点
的
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
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岡
垣
の
水
を
守
る
、

条
例
整
備
を
早
急
に
l

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
検
討
す
る

陽 子 議 員西田

国

岡
垣
町
は
お
%
の
上
水
道
が

地
下
水
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
、
近
隣
に
な
い
豊
か
な
水
環

境
が
あ
り
、
こ
の
恵
み
を
私
た
ち

は
享
受
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
八

月
の
初
め
に
浄
水
場
の
隣
に
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
来
る
。
地
下
に
長

さ
叩
メ
ー
ト
ル
、
直
径
2
・
1
メ
ー

ト
ル
の
灯
油
タ
ン
ク
が
埋
設
さ
れ

る
と
の
情
報
が
届
き
、
こ
れ
は
問

題
だ
と
署
名
が
集
ま
っ
た
。
と
り

わ
け
野
間
の

4
人
の
区
長
さ
ん
た

ち
の
要
望
書
は
格
調
高
い
文
章
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
ら

れ
る
か
。

回
国

弘
大
寺
山
系
か
ら
永
年
に

渡
っ
て
流
れ
て
き
た
地
下
水
が
私

た
ち
の
飲
料
水
と
な
っ
て
い
る
。

町
が
開
発
業
者
と
協
議
す
る
中
で

そ
の
思
い
を
伝
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

固

今
後
同
じ
問
題
が
起
こ
ら
な

い
た
め
に
、
岡
垣
町
地
下
水
保
全

指
導
要
綱
の
中
の
水
源
地
か
ら
半

径
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
産
業

廃
棄
物
の
規
制
の
他
に
、
新
た
に

水
質
汚
濁
の
恐
れ
の
あ
る
企
業
規

制
等
の
条
例
を
整
備
す
べ
き
。
筑

紫
野
市
を
参
考
に
。

回
固

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
検
討
し
て
い

，《、。固

今
回
住
民
か
ら
一
番
受
け

た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
が
関
係
者

以
外
の
地
域
住
民
に
知
ら
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
。
第
四
次
計
画
の
中

に
情
報
公
開
の
充
実
と
あ
る
。

回
国

行
政
情
報
は
基
本
的
に
適

正
に
公
開
し
て
い
る
。

固

各
区
長
に
西
田
議
員
が
署
名

に
回
っ
て
き
た
か
と
電
話
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
署
名
活
動
に
対
す

る
圧
力
を
感
じ
た
。
憲
法
問
条
に

は
何
人
も
請
願
す
る
た
め
に
差
別

さ
れ
な
い
と
あ
る
。

回
国

「
区
長
会
の
会
長
が
了
承

冠
水
対
策
は

し
て
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
か
を
確
認
し
た
。

固

町
と
住
民
と
の
信
頼
関
係
を

損
な
え
ば
協
働
は
で
き
な
い
。

岡
国

町
も
最
初
か
ら
問
題
だ
と

認
識
し
て
お
り
、
署
名
が
後
押
し

し
て
く
れ
た
。

農
業
の
た
め
か
イ
オ
ン
の
た
め
か

2 
E司

イ
オ
ン
の
た
め
に
す
る
と
と
は
あ
り
え
な
い

弘 議 員平山

吉木地下水販売所

国

7
月
の
冠
水
時
に
行
政
か

ら
、
イ
オ
ン
の
工
事
が
で
き
な
い

セ
キ
イ
タ

か
ら
堰
板
を
上
げ
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
、
農
業
と
イ
オ
ン
と
ど
っ
ち

が
大
事
か
と
怒
っ
て
お
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
井
堰
は
何
の
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
る
か
。

回
国

農
業
用
水
を
取
水
す
る
た

め
設
置
さ
れ
て
い
る
。

固

イ
オ
ン
の
た
め
に
井
堰
を
管

理
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

開
園

イ
オ
ン
と
い
う
一
企
業
の

た
め
に
、
冠
水
対
策
を
す
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
今
後
も
な
い
。

固

イ
オ
ン
建
設
で
田
ん
ぼ
が
隆

起
し
、
隣
接
す
る
田
ん
ぼ
に
水
が

溜
ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

水
田
稲
作
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
の
で
、
調
査
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

岡
国

今
出
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
は
担
当
課
も
含
め
て
十
分
真
剣

に
考
え
て
い
き
た
い
。

固

イ
オ
ン
周
辺
で
の
農
薬
・
肥

料
の
散
布
で
買
い
物
客
等
に
迷
惑

農水路と井堰

を
か
け
る
が
、
イ
オ
ン
は
散
布
し

て
良
い
と
言
っ
て
い
る
。

行
政
は
そ
れ
で
い
い
の
か
。

岡
国

町
と
し
て
も
解
決
す
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

中
和
剤
等
で
対
応
で
き
な
い

か
、
イ
オ
ン
に
検
討
す
る
よ
う
に

行
政
指
導
し
協
議
さ
れ
て
い
る
。

固

水
路
に
蓋
を
す
る
と
堰
と
め

に
な
り
、
上
流
に
滞
留
す
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
。

国
国

水
路
、
水
処
理
に
つ
い
て

は
、
矢
矧
川
の
改
修
な
ど
も
含
め

て
、
地
域
特
性
を
有
効
に
生
か
せ

る
形
で
取
り
組
む
観
点
で
進
め
て

いヲ令。

固

周
辺
住
民
の
声
を
良
く
聞
い

て
、
検
討
、
説
明
す
る
よ
う
に
0

.

回
国

協
議
の
場
を
持
っ
て
い
る

の
で
続
け
て
い
き
た
い
。
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携
帯
電
話
で
住
民
ニ

l
ズ
の
高
い
防
災
・
防
犯
情
報
を
!

情
報
受
発
信
を
行
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
く

図
り
な
が
ら
、
防
災
や
防
犯
の
情

報
受
発
信
を
行
え
る
よ
う
に
考
え

た
し

~ 
E司

員議
一
欝‘ョ

固

今
後
の
情
報
発
信
の
あ
り
方

を
考
え
た
と
き
、
広
報
等
に
よ
る

従
来
の
確
実
な
情
報
発
信
と
、
一

方
で
は
、
携
帯
端
末
等
を
活
用
し

た
即
時
性
を
備
え
た
情
報
発
信

の
2
つ
の
手
法
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
-
億
台

の
登
録
が
あ
る
携
帯
電
話
の
活
用

は
、
『
き
ず
な
(
緋
)
」
の
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
つ
の
手
段
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
ご
見
解
は
。

回
国

「
防
災
・
防
犯
の
行
政
情

報
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
最

も
ニ
l
ズ
が
高
い
。
町
が
緊
急
時

に
情
報
提
供
を
行
う
際
は
、
同
報

系
無
線
の
整
備
や
、
携
帯
電
話
の

メ
l
ル
機
能
な
ど
を
活
用
し
て
、

住
民
、
行
政
、
学
校
、
地
域
が
双

方
向
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

国

平
成
問
年
度
決
算
の
考
察
に

つ
い
て
の
ご
見
解
は
。

回
国

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら

4
億
1
千
万

円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

(
凶
年
度
末
残
額
約
加
億
円
)
。

平
成
四
年
度
も
当
初
予
算
に
お
い

て
6
億
2
千
万
円
の
繰
入
金
を
計

上
し
て
お
り
、
平
成
四
年
度
決
算

r 

の
実
質
収
支
で
あ
る
約
3
億
5
千

万
円
を
全
額
繰
り
越
す
こ
と
で
年

度
聞
の
財
政
調
整
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
行
財
政
構
造
改
革
に
よ
る

取
り
組
み
を
さ
ら
に
徹
底
す
る

こ
と
で
繰
入
金
を
抑
制
し
、
財
政

基
盤
の
安
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す。〈
〉
こ
の
ほ
か
中
心
市
街
地
の
活

性
化
策
に
つ
い
て
も
提
言
を
行
い

ま
し
た
。
詳
し
く
は
公
式
ホ
l
ム

ペ
l
ジ
『
み
す
み
で
す
」
を
ご
覧

下
さ
い
。

携宇野で安否確認

の民{主

素晴5しい「ふる里j岡垣を

子孫に残そう俵口 勝美 さん

手野区

岡
垣
町
は
四
町
合
併
可
否
に
自

立
の
町
づ
く
り
を
選
択
し
た
。

三
位
一
体
改
革
は
国
優
先
の
財

政
再
建
策
で
、
悲
鳴
を
あ
げ
る
自

治
体
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

町
は
総
合
的
町
づ
く
り
計
画
に

基
づ
き
行
財
政
構
造
計
画
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
自

立
の
峠
を
越
せ
る
か
危
慎
さ
れ
る

町
財
政
状
態
に
な
る
と
思
う
。

岡
垣
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

人
心
豊
か
で
行
財
政
も
誇
れ
る
素

晴
ら
し
い
ふ
る
里
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
等
の
遺
産
に
感

謝
し
次
世
代
に
送
る
責
任
が
あ

る。
9
月
の
議
会
傍
聴
で
行
政
・
議

会
の
両
輪
健
全
で
気
持
ち
良
く
、

た
だ
傍
聴
者
が
少
な
い
無
念
が

残
っ
た
。

町
財
政
は
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

着
実
に
実
施
し
、
見
直
し
検
証
中

だ
が
自
治
体
と
し
て
の
限
度
あ
り

と
認
識
し
た
。
ま
た
町
づ
く
り
の
論

議
は
身
近
で
内
容
の
濃
い
質
疑
応

答
で
あ
っ
た
。
イ
オ
ン
出
屈
が
町
民

の
期
待
通
り
を
望
む
。

町
づ
く
り
は
行
政
・
議
会
・
町

民
が
責
任
・
役
割
分
担
さ
せ
ね
ば

出
来
な
い
。

傍
聴
で
自
己
研
鑓
・
自
覚
し
、

議
会
の
活
性
化
に
寄
与
大
で
あ
る
。

却
の
傍
聴
席
が

1
人
で
も
多
く
の

着
席
を
待
っ
て
い
る
。
誘
い
合
い
、

ぜ
ひ
議
会
傍
聴
に
行
こ
う
。

素
晴
ら
し
い
ふ
る
里
岡
垣
を
子

孫
に
引
き
継
ぐ
町
づ
く
り
に
向
け

て
、
困
難
克
服
、
一
致
協
力
し
て
頑

張
ろ
、
っ
。
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常
-
み
な
さ
ん
か
ら
の
陳
情
・

総
務
常
任
委
員
会

全
員
一
致
採
択

マ
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

(
陳
情
者
)

自
治
労
岡
垣
町
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
上
部
龍
二

国
へ
の
意
見
書
(
要
旨
)

地
方
財
政
計
画
策
定
や
交

付
税
算
定
プ
ロ
セ
ス
に
地
方
'

が
参
画
す
る
も
と
で
、
地
方

税
の
充
実
強
化
、
地
方
交
付

税
制
度
の
財
源
保
障
機
能
と

財
政
調
整
機
能
を
堅
持
し
、

自
治
体
の
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
一
般
財
源
の
総

額
を
確
保
す
る
こ
と
。

委
員
会
に
審
査
を
付
託

経
済
建
設
常
任
委
員
会

賛
成
多
数
採
択

マ
イ
オ
ン
出
庖
に
関
す
る
細
目
に

渡
つ
て
の
情
報
公
開
を
求
め
る

陳
情

(
陳
情
者
)

イ
オ
ン
出
庖
問
題
を
考
え
る
町
民

のム一品代
表

細
川

光
利

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

継
続
審
査

マ
戸
切
小
学
校
近
く
の
有
害
図
書

類
販
売
施
設
に
関
す
る
陳
情

(
陳
情
者
)

戸
切
小
学
校
区
育
成
会
議

会

長

石

田

寛

治

戸
切
小
学
校
P
T
A

会

長

石

田

登

起

子

岡
垣
東
中
学
校
P
T
A

会

長

井

上

義

弘

事
務
局
長

高
山

哲
郎

係

広
渡

英

長

書

記

渡
辺
祐
佳
里

有害図書類販売施設

平
成
四
年
目
月
1
日
の
人
事
異

動
に
伴
い
、
占
部
延
幸
事
務
局
長

が
教
育
総
務
課
へ
異
動
に
な
り
、

新
た
に
高
山
哲
郎
事
務
局
長
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
事
務
局
は
、
議
会
に
関
す

る
す
べ
て
の
事
務
を
整
備
し
、
議

会
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

よ
う
、
日
々
の
業
務
に
奮
闘
し
て

い
歩
A
?
す。

議
会
審
議
の
様
子
は
ど
な
た

で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

.ν
 

広渡係長高山局長渡辺書記
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表
紙
の
紹
介

とうを
傍聴席ヘ

次の定例会は

12月10日開会の予定

減
4
4
¥
亘
崎
耳
部
ゆ

制
問
剛

U

介
回

H罫

輸
納
¥
掛
ゆ
同
柵
間
帯
浬
柳
田
ゆ

4

∞
二
ー
ム
旧
ωω
繭
圏
渦
脳
加
制
一
凶
園
田
耳
唱
団
-
叶
田
守
琳
エ
叫
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(Oωω)
巾∞
m
l
-
m
]
-

明

H
K
Y

×
(Oωω)
旧∞
m
l刈
刈

ω
m

石
井

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

彼
岸
入
り
の

9
月
初
日
に

9
月

定
例
会
が
日
日
間
の
会
期
を
経
て

閉
会
し
た
。
本
年
は
例
年
に
な
い

猛
暑
続
き
で
屋
外
・
屋
内
で
発
症

し
た
熱
中
症
で
お
年
寄
に
限
ら
ず

若
年
者
の
尊
い
命
を
奪
っ
て
い
く

報
道
は
、
日
頃
よ
り
の
「
健
康
に

お
け
る
知
識
」
「
体
力
づ
く
り
の
知

識
」
を
養
う
事
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
暑
さ
の
中

で
も
、
に
わ
か
雨
(
夕
立
)
が
適

当
に
降
り
、
束
の
間
の
涼
を
感
じ
、

そ
の
後
の
美
し
い
七
色
の
虹
を
見

上
げ
た
昔
の
光
景
が
懐
か
し
い
。

最
近
の
降
雨
は
遠
慮
な
し
の
集

中
豪
雨
で
、
各
地
に
お
け
る
大
災
害

の
報
道
に
は
心
が
痛
む
、
と
同
時
に

此
の
現
実
は
地
球
環
境
の
変
化
に

よ
る
も
の
と
の
思
い
で
、
出
来
る
事

か
ら
環
境
保
全
に
努
め
た
い
。

発
行
責
任
者

議

長

太

田

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

三

角

副

委

員

長

横

山

委

員

石

井

委

員

西

国

委

員

平

委

員

竹

陽要貴善

山内

手口
要
祐

憩(いこい)の場 一丁ため池

強男弘子祐子彦


